
№ 組織名／連絡先／実施担当者 実施内容及び方法 実施協力団体 取材誘致状況
1 北見バイコロジーをすすめる会 9/18　午前11時～12時 北見市交通安全協会

 北見駅前広場
 
 

2 北海道十勝バイコロジーをすすめる会 10/12　午前9時～14時 十勝サイクリング協会
 十勝サイクリングパーク ～エコロジーパーク 十勝体育連盟
 
 

3 北海道函館バイコロジーをすすめる会 9／16　午後3時30分～17時 函館西警察署
 函館駅前　駐輪場付近および 函館市土木部
 駅前交差点 若松町会ほか
 

4 宮城県バイコロジーをすすめる会 9/20　午前10時～午前11時 宮城県自転車軽自動車商協同組合
 石巻蛇田ヨークベニマル駐車場
 
 
 

5 山形県バイコロジーをすすめる会 9/25　午前7時～午前8時30分 山形県自転車軽自動車商協同組合山形支部

 JR北山形駅東口駐輪場
 　　〃　　 　 西口駐輪場
 
 
 

6 栃木県バイコロジー運動推進協議会 9/25　15時30分～16時30分 ・宇都宮中央警察署 取材なし
 宇都宮市中心街 ・宇都宮市市民まちづくり部生活安心課

 オリオン通り商店街（東武デパート北口）

 

10/18 8時～10時 (一社)日本競輪選手会栃木県支部 取材なし
宇都宮市森林公園周辺周回コース実施本部エリア内 宇都宮市経済部観光交流課

7 取手バイコロジー運動推進協議会 9/19　14時～15時 取手地区交通安全協会
 国道6号線取手警察署交差点付近 取手地区交通安全推進指導隊
 交通安全母の会取手市部
 取手警察署
 取手市役所

㈱キリンビール
7/21　14時～15時 取手地区交通安全協会

国道294号線取手市役所下交差点付近 取手地区交通安全推進指導隊
交通安全母の会取手市部
取手警察署
取手市役所

8 東京葛飾バイコロジー推進協議会 事務局 9/28　9時～12時
 北野～柴原～金町～住吉～柴又～高砂地区自治会

 
 
 

9 福井県健康バイコロジー推進協議会 9/23　午前1時30分～午後3時45分 鯖江市
 福井県鯖江市内 （一社）福井県トラック協会
 9/27　午前10時～午後3時
 福井県大野市内
 

10 岐阜県バイコロジーをすすめる会 10/14　午前9時～10時30分 多治見警察署員 中日新聞多治見支社

 JR根本駅駐輪場周辺 地域安全指導員
 多治見高校自転車置場 自転車組合多治見支部
 10/19　午後4時30分～午後5時15分 大垣警察署員 中日新聞大垣支社
 アクアウォーク大垣(ショッピングセンター) 大安地区防犯協会職員、大垣市職員

岐阜経済大学マイスター倶楽部、
自転車組合大安支部
大垣工業高校MSリーダース

11 京都府バイコロジーをすすめる会 9/29　午前9時～午後12時 京都サイクリング協会
 ＪＲ二条駅南自転車駐車場
 
 
 

平成27年10月18日(日)第24回JCサイクルロード
レース(144.2km)本部エリア内において観戦者8万2
千人の一部に対し、キャンペーングッズ(反射シー
ル付きティッシュ及び啓蒙用ティッシュ、各千個)を
配布しながらマナー向上とルールの遵守を呼びか
けた。
当日は天気もよく早朝から人でも多く、過去最高の
人出となり、効果は最高に挙がった。
なお、当協議会副理事長以下5名が参加し、日本
競輪選手会栃木支部、市経済部観光交流課の協
力を得て、午前10時にはキャンペーンを終了した。
併せて、アンケート調査にも協力を得た。

オリオン通り東武デパート北口において、主に自転
車利用者(一般・高校生）に対し、警察担当官3名の
指導のもと、宇都宮市生活安全課担当職員7名の
協力を得て、キャンペーングッズ（反射シール付
ティッシュ2千個・啓蒙用ティッシュ千個を配布しな
がら、マナーの向上とルールの遵守を呼びかけ
た。当日は雨でアンケート内に限られての実施の
ため、平素より効果は少なかった。そのため一般歩
行者にも呼びかけた。当協議会からは理事長以下
4名が参加した。なお、今回も新聞社からの取材は
なかった。

各自治体が実施する交通安全運動幕舎を訪問。
自転車安全利用、放置自転車防止、バイコロジー
活動のＰＲのティッシュペーパー、パンフレットを配
布。

大垣警察署の協力と諸団体40数名にて、アクア
ウォーク大垣の店内外で買物客や通行人に、自転
車の盗難注意や二重ロックの必要性を呼びかけ、
自転車のワイヤー錠等無料で配布した。

各種団体と協力し、平成27年度秋の全国交通安全
運動に伴いドライバーへチラシや啓蒙品を配布し
た。
バイコロジー運動推進協議会の会員も、積極的に
参加し目的を達成することができた。

各種団体と協力し、平成27年度夏の交通事故防止
県民運動に伴いドライバーへチラシや啓蒙品を配
布した。
バイコロジー運動推進協議会の会員も、積極的に
参加し目的を達成することができた。

平成27年度バイコロジー統一事業　報告一覧

（自転車利用のルールの遵守・マナー向上キャンペーン）

実施日時／場所

山形県自転車組合山形支部員の協力で、ＪＲ北山
形駅の東口・西口で実施した。この駅の利用者に
は、近くの高校に通学する生徒が多いのと、この駅
から仙山線で仙台市内への通勤・通学する人た
ち、天童市、上山市への通学通勤、佐沢線で寒河
江市や山辺町の高校、大江町の佐沢高校等に通
う生徒も多い。
特に今年は高齢者死亡事故や自転車が絡む事故
が多く、各機関では特に交通事故防止対策に取り
組んでいる。
　山形県バイコロジーをすすめる会では、自転車利
用者にバイコロジーグッズのポケットティッシュを配
りながら、自転車の安全運転並びに交通ルールの
遵守を呼びかけた。

警官の誘導で止めてもらった歩道寄りの車両5、6
台ごとに窓を開けてもらい、用意したグッズを搭乗
者に渡しながら自転車の安全運転もよびかけた。

函館市・交通安全課主催の放置自転車、自転車の
交通安全啓発に合わせて統一事業を実施した。
9月20日から始まる秋の交通安全週間の周知と、
自転車利用の交通安全を呼びかけるため、道行く
自転車利用者に安全を呼びかけ、反射材ティッ
シュの入った啓発グッズ配布を行った。
警察官の参加もあったので、声がけもスムーズで、
効果があったものと思われる。

【９月 /  秋の全国交通安全運動期間中　他】

『体育の日』の帯広市のスポーツ事業に協賛。サイ
クリングを実施し、集合地のサイクリングパークと
ゴール地点のエコロジーパークでキャンペーンを実
施いたしました。
サイクリング参加者だけではなく、エコロジーパーク
の来場者を対象にしたことにより、一般の方に広く
啓蒙活動が出来たと思います。
当日は好天でしたが、台風崩れの低気圧のせいで
大変な強風が吹く中のサイクリングでした。

石巻駅前広場が駐車場工事準備の為、使用不可
となり、また出動式が警察の都合で前月20日に実
施となり、その終了後に実施。歩行者と自転車利
用者に交通ルール遵守と安全走行を呼びかけた。

柴又地区センター長とバイコロジー
会員で6地区を訪問。
各地区役員の協賛で成果あり。

駅前にてティッシュを配った。
止めてある自転車の籠にティッシュを入れた。
駅前、駐輪場それぞれに「ご苦労さん。頑張っ
て！」の励ましの声をいただいた。
自転車利用マナーが悪化の一途をたどっている昨
今、われわれに期待しておられる方々が多いこと
が分かった。

鯖江市が実施する交通安全鯖江市民大会2015や
福井県トラック協会が実施するトラックフェスタに、
ブースを出展し、サイクリングコースなどのパネル
展示やポケットティッシュの配布と併せて、自転車
の無料修理点検会を実施するなど自転車の利用
を促進した。

自転車利用者及び鉄道利用者などに対し、正しい
自転車利用や自転車盗難防止を呼びかけ、勧奨
チラシ、グッズを配布いた。
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№ 組織名／連絡先／実施担当者 実施内容及び方法 実施協力団体 取材誘致状況実施日時／場所
12 奈良県バイコロジーをすすめる会 9/25　午前7時30分～午前8時30分

 大和郡山市JR郡山駅改札口前
 
 

13 和歌山県バイコロジー運動推進協議会 9/5　11時30分～16時 新聞
 和歌山交通公園 和歌山テレビ等
 
 
 

14 岡山県バイコロジーをすすめる会 9/28　午後4時～午後5時30分 岡山県警察本部岡山中央警察署
 JR岡山駅前市役所筋　高島屋周辺 岡山県交通警察協助員
 岡山市交通安全母の会
 岡山県自転車軽自動車商協同組合
 

9/30　午後3時00分～午後4時30分 岡山県警察署(津山警察署)
セブンイレブン津山山下店周辺(津山市山下49-1) 津山交通警察協助員

津山交通安全協会
津山市交通政策課

15 山口防府バイコロジー運動をすすめる会 9/25　防府商工高等学校 なし
 9/28　防府西高等学校
 
 
 

16 愛媛県バイコロジー運動推進協議会 9/29　午前10時～午後12時 西条市交通安全協会員
 西条市役所東予支所前交差点(西条市周布) 西条西警察交通課員
  愛媛県自転車商協同組合員
 
 

17 福岡県バイコロジー運動をすすめる会 9/29　午後4時～午後6時 福岡県サイクリング協会 特になし
 JR久留米駅前及び周辺 福岡県自転車組合
 
 
 

18 熊本県バイコロジーをすすめる会 9/19　午前7時30分～16時00分 就労継続支援A型の方々
 光の森駅
 
 

19 南さつまバイコロジー運動を進める会 9/23　午後1時30分～午後3時30分 南さつま警察署
 市内商店街付近(南さつまフェスタ会場内) 南さつま市交通安全協会
 南さつま市内PTAほか社会教育関係団体

 南さつま市・南さつま市教育委員会
 南さつま市スポーツ推進委員

20 沖縄県バイコロジーをすすめる会 9/19　午前10時～午後3時30分 県立那覇商業高等学校
 那覇市牧志町(旧)三越デパート前及び

 平和通り
 
 

南さつまフェスタふるさと総踊り開催中に、バイコロジー
運動を理解してもらうため来場者に対し啓発グッズを配
布し、自転車利用のルール遵守とマナーの向上を呼び
かけた。

駅を利用される方々や駐輪所を利用される方々に
自転車に対するマナー・交通安全の呼び掛けと駐
輪所に駐輪してある自転車のマナー調査を行いま
した。この一帯は、新興住宅街・大型商業施設もあ
り自転車を利用して買い物・通勤・通学が多く駐輪
所スペースも確保されていて（西口・東口）綺麗に
利用されていました。
今後も、今以上に利用者が増えて行くと予想されま
すので定期的に声かけ運動を行う必要性があると
感じました

乗降客にキャンペーングッズを配布。
「バイコロジーです！」「秋の交通安全週間です」な
どの声をかけて実施しました。公明党の方が街頭
演説を改札口前でされてたので、公明党の運動員
と間違われないように「バイコロジーです！」を強調
しました。

9月とはいえ、今日は秋晴れ、30度を超える一日で
した。シルバーウィーク初日のせいか、人は少な
く、若者子供も少なかった。
そんななかで青少年、成人に対しキャンペーングッ
ズを配布し自転車利用普及とマナー向上を呼びか
け、自転車利用の意識のアンケート調査を実施し
た。

・津山市鶴山西口～山下間のセブンイレブン津山
山下店周辺で、自転車利用者に対しチラシやキャ
ンペーングッズの入った袋を配布しながら自転車
のルール・マナー向上を呼びかけた。
・岡山県ではこの運動期間中に7名の交通死亡事
故があり、本日のキャンペーンに合わせて交通取
締りや啓発活動が強化されているため商店街出入
りの自動車運転者や一般人にも呼びかけを行っ
た。
○実施時間が早かったので人通りが少なく、自転
車利用者だけでなく全般的な呼び掛け・推進活動
を行った。警察署員・警察協助員・交通安全協会・
津山市交通政策課の人達との協力体制で、意義あ
る活動がスムースに終了した。

9/25自転車安全利用キャンペーン、自転車点検。
（防府商工高校)
9/28自転車安全利用キャンペーン、自転車点検
(防府西高校)
防府商工高等学校及び防府西高校での自転車
キャンペーン・安全点検で、自転車通学者に啓発
グッズを配布し自転車の安全な利用等を呼びかけ
た後、自転車点検を行い、整備不良車については
学校に報告し、早急に整備されることを依頼した。
（点検台数　防府商工478台、防府西175台）

福岡県JR久留米駅前広場・裏口及び周辺におい
て歩行者及び自転車搭乗者キャンペーングッズを
配布しながら啓蒙活動・統一事業キャンペーンを実
施した。パンフレットやグッズの説明や啓蒙活動と
共にバイコロジーのアンケートを実施した。

恒例の「交通安全フェアわかやま2015」の開催に伴
う協力。受付手伝いと、ティッシュ配布及び自転車
点検・乗り方指導をする。

市、安全会議、自転車商組合、防
府警察署

広い交差点でほとんどが車の往来であった。それ
でも西条警察の広報車が自転車の安全乗用につ
いて広報してくれた為か多数の人が集まりグッズを
受け取りながら安全乗用について熱心に説明を聞
き指導も受けてくれた。

JR岡山駅前市役所筋の高島屋周辺で、自転車利
用者に対し、バイコロジージャンパーを着用のス
タッフがキャンペーングッズとチラシを配布しながら
自転車のルール・マナー向上を呼びかけた。
拡声器により、通行者へ自転車事故の増加状況を
ふまえて自転車利用のルールや点検整備の大切
さを訴え、特に高齢者の交通安全確保についてＰ
Ｒに努めた。
自転車整備士による無料安全点検を実施した。
（自転車商組合）
○お天気もよかったので、多数の自転車利用者に
ルールとマナーの向上キャンペーンが出来た。自
転車安全点検にも多数参加され、整備に対して感
謝された。のぼり旗により歩行者・自動車運転者に
も自転車利用と交通安全のアピールができて効果
ある事業となった。

(一財)和歌山県交通安全協会
和歌山県自転車安全教育推進委
員会
和歌山県警察
和歌山県自転車軽自動車商業協
同組合
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